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銀河進化の理解には分子雲の進化過程の解明が本質的で、これまでに巨大分子雲スケールにおいては理解が進
められている (e.g. Fukui et al. 1999, Demachi et al. 2024)。一方、その進化を駆動する星形成については、より
詳細なスケールでの理解が必要である。これまでに、近傍分子雲を対象としたNH3分子輝線による温度測定を通
じて、フィードバックにより高密度ガスが数 pc範囲に加熱されることが分かった (柴田他 2025春季,秋季年会)。
本講演では、微小ガス構造に着目した結果を紹介する。分子雲中にはビームサイズ以下の微小構造が存在して

いる。輝線強度はこれらの輝度温度分布をビームサイズで希釈された値として観測され、ビームサイズに占め
る微小構造の割合がビームフィリングファクター (ηff)である。このとき、観測輝度温度から導出される励起温
度 (Tex,obs)は、真の励起温度を Texとして、Tex,obs=ηff Tex となる。一方、NH3の回転温度 (Trot)は、関連する
2つの準位間の輝線強度比から得られる。NH3(J,K)=(1,1),(2,2)分子輝線の場合、2つの輝線で放射領域とビー
ムサイズがほぼ変わらないため、希釈の影響を無視できる。したがって、熱力学平衡 Tex = Trot を仮定すると、
Tex,obs/Trot=ηff として、観測値から ηff が得られる。今回の調査から、Trotが高くなるほど ηff が低くなることが
分かった。また、ALMAによるオリオン分子雲の高解像度N2H

+ の観測 (Socci et al. 2024)で検出された微小構
造についても、サイズが小さい構造ほど Trotが高いことがわかった。これは ηff と Trotの関係が実際の観測デー
タとの比較でも見られることを示唆する。これらの結果は、大質量星からのフィードバックにより、高密度な微
小構造が散逸または縮小することで紫外線の遮蔽が弱まり、加熱が数 pcに広がると解釈できる。


